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論文内容要旨
 桂,葛西外科教室においてr951年より1960年末迄の噴門癌を除く胸部食道癌・切除例
 162例中5年以上生存は19例を数える。今回著者はこれら長期生存例を中心にこれらをA群
 とし,更に同時期に手術をうけた症例中直接死を除き2年以内死亡の明らかな9巳例をG群,2
 ～5年迄生存した喋ロ例をB群として以上5群1り9例について臨床的並びに病理組織学的各・事
 項について詳細に比較検討を加えた。病理組織学的検査はホルマリン固定保存標本の利用できた
 もの61例のみについてその両断端,主病巣,淋巴節等について各標本より10数枚の連続切片
 を作製し,主病巣は可能な限り健常部も含めて癌全長に亘る大切片を連続パラフィン包埋し,H・
 E重染色,ワンギーソン染色,必要に応じゴモリー鍍銀去,ムチカルミン染色法等により検鏡,
 親裁診断は本学病理学教室前赤崎教授,錦貫助教授の御絞閲をえて胃痛研究会規約に準じ,基本
 型分類,修飾亜型分類,並びに組織学的進展度等について検討を加え次の結論をえた。
 1.術前の一般検査では貧血のみられなかった症例に5年以上生存鯛がや、多かったが,ぞの
 他心,肺,肝,腎等機能,病脳期間等全身的要因と長期生存率との間には特に関連性は見出せな
 かった。
 2.術前局所々見との関係では・陰影欠損の長さが5,0伽以下の場合有意差をもって5年生存
 が高率であったが,しかし10α以上の症例でも20例中3例に5年以上生存を認め,この場合
 他の諸条件,淋巴節転移,深達度,間質反応等を充分考慮する必要を認めた。陰影欠損の型につ
 いては,閉塞型では2年以上の生存例はなく,潰瘍型,中間型で長期生存の可能性を認めたQ病
 巣の部位については,上中部食道癌は下部食道癌に比し成績不良であった。
 5胸腔内食道胃吻合法及び食道部分切除有董空腸移植法の5年生存率はそれぞれ20%及び
 噛5.8%で術式別の差はなく,手術時疵浸潤が縦隔肋膜迄に止』まっていた症列及び淋巴節転移の
 認めなかった症例で遠隔成績がよい。
 4.術後合併症のうち,肺合併症,縫合不全,心障害等をみた症例では5年以上生存例が極め
 て少なかった。また5年以上生存19例中4例が癌再発にゆ死亡しており,胸部食道癌の場合
 術後5年以上経過しても再発するものが少なくなかった。
 5、類表皮癌では単純充実癌に比し予後は良好であった。細胞異型度,組織異型度,浸潤性の
 程度が高度となるに従い成績不良の傾向を認め,癌胞巣型の小型なもの程予後不良であった。ま
 た構成細胞の種類では棘細胞性及び基底細胞性のものは少なく殆んど中型問であった。一方角化
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 傾向についてはその高度のもの程成績良好であった。肉眼的癌型ではIBOrr皿a且nn型で5年以上
 生存例が多くW型では全例2年以内に死亡していた。
 6.切除断端癌遺残の可能性のあった9創は全例1年5ケ月以内に再発死亡していた。癌遺残
 の症例の看肪t別差はなぐ,その殆んどが上中部食道瘍の症例であった。
 Z食道壁癌浸潤が壁全周に認めた場合長期生存の可能性は少なく,組絵学的深:達度が高度と
 なるに従い予後不良となり,癌腫の長径が8.101π以上の症例では全て筋層外外膜浸潤を認め全例
 2年以内に死亡している。こ～で注意を要することは手術時隣接臓器と癒着浸潤ありとみられた
 症例中,組絵学的に癌浸潤が筋層内に止まっていたものが24%に認められた。
 8、摘出標本にむける隣接乃至所属淋巴節転移の有無は余9予後とは関係たかったが,腫癌周
 辺の淋巴管内侵襲が中`享度以上のものでは5年以内に全例死亡している。また腫癌周辺における
 間質反応が高度なものに長期生存が多く見られた。
 9肉眼的に姑息切除と思われたにもか、わらず5年以上生存した例と根治切除後に早期死亡
 した剖の検討の結果,腫瘍の長さ,肉眼的癌型(DO二ぼ盈al/n),組織異型度,浸潤性の程度,
 淋巴管内侵襲ウ推度及び間質反応の程度等が予後の決定に特に重要と、思われる。
 以上胸部食道癌術後遠隔成績を左右する諸因子について究明した。
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 論文審査の要旨
 著者は胸部食道癌の手術遠隔成績を左右する諸因子を究明する目的で,噴門癌を除く胸部食道
 癌で1951～196巳年の10年間に手術を施行した症例について臣1葛床的並びに病理学的検討
 を行なった。
 この期間の入院245例中切除は哩62例(切除率66%)で,そのうち52例(20%)が
 術後1ケ月以内に死亡した。耐術者1ろ0例中fo■■oWuP出来たもの119例である;が,
 9G例が2年以内に死亡・唯0例が2～5年生存,19例が5年以上存し,5年生存率は全耐術
 者に対し15.2%である。
 この5i群の比較の結果,年令,性,病悩期間,r垂1と検査並びに心,肺,腎棲能などの全身的要
 因は,手術死亡率と関連性を有するが,耐術者り予後とは特に関係が認めら、1τなかった。これに
 対して局所所見は重要で,上中部食道癌の5年生存率鋼55に対して下部食道癌は35.5%で明
 らかに下部食道癌の成績が良好てあった。レ線所見では,陰影欠損の長さが5乙凋以下のものに長
 期生存が多く,これに対して陰影欠損の型が1らr塞型の予後岐不良であった。
 手術時の肉眼的所見ゼ1三は,痴浸潤が肋)艶羨でにとNまるもの,リンパ管転移が胸腔1内にとNま
 るものに長期生存か多く,剔出標木の所見・では腫瘍の長さが8、臼ε〃'を還すもの,腫瘍型Bor二cn旧n
 N型のものはすべて2年以内に死亡した。lll!競学的には,切除断端に,職細胞が遺残したと思はれ
 たものは9例全体が15ケ月以内に死亡し,1鴇純充実癌は類表皮疵に.比し,また類蓑!幻畠の中では
 角化の見られないものの成績力種1かつた。祖畿学的深ヨ至境,細胞異型度,浸潤性及びリンパ管侵..
 襲の程度は高度なもの程,また間質反応帳,{喜度なもの程,早期に死亡する傾向が認められた。し
 かし,根治切除にか、.わらず[早期に死亡した例及び姑、1乙1、切除にか＼わらず5年以上生存した例を
 検討した結果,遠隔転移や隣接臓器への強い浸潤以外でぱ,挫傷の長さ,癌型,組織異型度、浸
 潤性,リンパ管侵襲及び聞質反応が予後決定の重要因子に、凱まれた。
 以上の著者の検討結果は,胸部食道癌の予後判定の基準を明らかにしたもので本症の診療上寄
 .与するところが大きく,学位授,与に値するものと判定する。
 一56一
